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I：・：のとl・も！こrn々にιえることがq：らかfコぷ・うているJ

201.3年2月に日本政府が公開したパンフレット
「放射線リスクに関する基地的情報J

このパンフレットで、悶本政府・1司；Jまた、100ミ
リシーベルト以下の披ぱ〈線2；でfj：、被ばくによ
る売がんリスクは生活環境中の他の要因によ
る発がんの影t:Jj.によつて隠れてしまうlまど小さ
tλj乙説〉

’とし、うこと均t’．ζ ’：
・c・r:i九三つ となっていますJと説明している。

ht臼：II肌判川町。nstruction.•o 1n／抽olcs/m,,ln－＜司1/sub司can-
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福島県医師会での研修会資料－
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2011主i三原子力安全議j司会

先生射..防領の桔uの草¢の々 ι万

2014年8月1’Y日に、日本政府｛誌、「放射悠につ

いての正しい知織をJという広報を発表した0

．この広認12'：.金F央三yユ＿Qil（読売、朝日、毎回、
iili経、日経）および、結島県の：・，.jf/'Y'.Jf ｝にね枝さ
れた。
。ζ(J）広報で、東京火学医学出i付属病院・依刻・，）.添！・のl止J
川辺一氏が、 ,&!Lr.ii主Et，~：·1区玉、ー ζ主う二JJ5..6d
Z!2.血i1.11.r－－＼主主江差生:::t.：主豆、と主5主されている。中
川氏によると、福お県民の外部会；：rtくt!:O:位五十倍12:
Coにでも35msv主：ミおなので、福J訓示で甲状れがんlei:
山えないだろう、ということである。

rp}t/f乏の主去がiF.しいという1器、きはなく、
i五iこっているという；1"tJはおる

「1仰 msvしをし、；.'.f.Jl;i：‘ICflP2007 iJ;tU必から五三じた

単なる誤解釈である

ICHP 2007年j _I ·~ 

A.t/-.1.放射す

パラグラフ.＇－＇.I ，＼ー
戸ムj,・J・;.,;j ’. ,. ';・ I I ~ I 
ζ＼I '.r:.'llifl 
じという－fi踊(jiJ:01.まかある；
よみが. It,.， ＿ •，：：， ，・＇d)；..正げコポーI／.ごゐ1 、·..－.. 1・・：，.＂，；.，，：－＇θ：：、dめのJ.J/.7.川．
!;fゅ：ri.}n::r>'DP£..',_,,j，邑，'I)’コ止を1:t;5:,.:;;.¥r.ρふ

主1.L-/,!:i,I告の討、 ・企L ・' I C/.c::s.1・＜，＿：五・3.
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「統計的有意差Jが出てくる条件
1.ロ訴訟を大をくする
ー広島・長i:..;jの被爆心コホート）が最大のデータではむい
-iJ:CTスキャン研究、自然記［tis'Oへの間口
2.放射i公邸安佐の高い集団に限る

『 fYl: Rt.i!Ji、小児、思恋おlの青年など
3. 放射·~i~は，莞位のぬ．いがんに限る
- {5J；白血病‘脳l宜的、甲状叫がん、乳がんなど
ii.. 有立水平を店〈（ゆるく）する
- 5%,k平均、ら109古；，J,!.'.llこ

ー 広島・長喧Q）~t,.4宗芯コ＊ートにおいて、すべてのがんがi・
測が200何時前8%71，犯で初だった。

5. もちろん、 Jこ記の♂．つJ~外(J）会｛牛はある。

多く r)r.f'iア：i~(. 100 rr,s,1 よ~·戸λ七：Ii:＜烈えでがλ
の；：4・意なi臼加を示している。

lOOmSv関｛直論i玄関追い

。100mSv以下での放射常s彼ばくにより人にがんが

発生することは1956年以．来庇明されr.・;・Jけている

ー非常に多数のm文がありあIえされない
-100mSv以下O)taがんはよく分かっている

3 フランスの原子力槌闘や2011年以降の日本政
前：以外に、注も100mSv開催的など言わない

-2015年6月のiCRPイ合震ワークショップでも、fそんなこ
とを言う号門家はいない、沼t.:i県内でも訟もそんなこ
とは？言：わないJ

有意差が出てくるし、くつかの条件

1. rn~tみが火宕くなる
白 紙fa:＜右・1立が多〈なる
ー 広f.':i · -z'<i:iが玖大のデー告という思い込み（~；，涜り
2. 句史i沼聞をf'，くする
3. 主主1：すff.HJ・免般のrriいi；，回に図る

向 者宅E合絃f.i:＜、E占ど・U工!f.；；＜のt:i聞にmる
4. 放射｛祭感~ll生のおいがんにi司る
一 白血f.'.l、f:l厄丹、りが：0がん、！JLがんなど
上記のいず。Lかをご1たぜlt.=.:rむか上工ti示されるので、lCO
rnSvJ:.I.下で.tt:iluヲ：.sなな上5：ーを示すハゴ（I誌と5くから多！いあり、
’H介しをねない
・ そもそも‘奈々，』；「おの年下nに、あのがんが4おしたJと：~m

すゐので弘会がんでf.tc;.iF~芋7なた：J.ニ‘ ？-Nえて向、ったjとtit'C'-t, 
;;[Jo):it：と f~：f) ,.:i_l ，てし；！＇.う
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なぜr：~1門家Jが信用されないのか？

ο 有jぷ差がないとf~！£1がないとの混同
戸大学一仮説白レベルの間話い

。有fj，；差の有i~で判断·Itず、 関誌文献を読み、
ヂ－?i_があったら分析し、指店を定めて、点総定
とl&:i南推定を行う … 
ー大学院レベルの間色い
。疾患別（がん別）に分析する
一学部生のとi本
。戸iflJ：ヤツ4きでは平気で悶f三：いを主摂する人のこと
を日；！日凶用しない

有！立芸去がないと影むがないとは金く誌なる
-l~.78年にすでに白告一

Freiman IA, Ch,lmm TC, Smith H, ,nd l:uoblcr RR: 
官官lmpor祖国•ofbota，出宮町pヨ”errorand臼rnplcsi,e
In ti百 desl！；（、andInterpret司Iono/the randomized 
control trlol. Sur田yof71・Ne;:,ti，ず trials
れ！Ena! J 1¥/led 1978; 299: GS0-6g4. 

そのじ、尽字会：t主のj宣言iU'.,rの訪告でI~： 、
f請す学的手アf;：~査の判J指，ょであるp／乙lこ｝弘 、
f Ji!＇川島よ主主n~のみに， 1J，よろなこ止はヰム！i

位必山必豆島Jianζ舎onst呂tisticalhvootn雪sisム_i!!r，・.！：－＇＇吋
ilS the use of P value;. which fall［主旦玉旦旦皇ユ」正宝立1出I
型組銭単位当日必血註訟nJとさ告が：ζかれてI，＼九．
fnten,.tions I Committee of Medical Jomn討：drt,,; 
(ICMJ正）：句Unifor,n requirements for manu:;c, if 
submftteJ to biomediccl journals. Ne•., Engl, nu』＿Jr
of Mzdicine 1991.; 324: 424・』23.(2015：与もねおl

広島臼長崎データiま
？盆界一の規綴ではない

。 診i坑放射t~~ －＼';J自然放射線によるがんt;;f.]
一ピッグ・データの時代i示：；；，う20年以上1清から

ー広品副長崎Itもう相対的なスモールデータ

。CTスキャン（5”50mSv）による発がん践む

-EPI・CTとして、回i涼がゐ研究椴｜拘IARCが国体〈ぷ
同研説を開始

。自然放射役（アルファ訟やガンマ鍛）による弘－
がん影~

:I.I.!. 
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Dr Alice IVlary Stewart 

(4 October 1906 一3 June 2002) 広烏長崎と徳島の被｛まく者数の比j波
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妊娠中の放射線と小児癌ωリスク比
{Doll 8: Wale，岳ford: Br J Radlol 1997; 70: 130・1S9)

妊婦への放射線検査とJO才未満での
がんの発：底（1956}
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妊娠中の放射線照射と小児徳
オ・ックスフォード小児泊調査｛：l953-1967)
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